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　11月までの毎週水曜日を「武将隊の日」として、

各地の武将隊がドラマ館・清洲城へ定期的に来場

し、演武等を披露しております。

　出演日程等は、次のとおりです。

　8月27日、大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」の主人公「江」を

演じる女優の上野樹里さんが、清須市に来訪されました。

　上野さんは、最初にドラマ館を訪れ、ドラマの撮影に使われた

衣装や小道具などの展示、名場面の上映が行われているシアター

などを興味深く見学されました。

　その後、春日公民館で開催された東日本大震災復興支援チャリ

ティイベントに出演。撮影の裏話なども披露し、会場の皆さんと

楽しい一時を過ごされました。

　このチャリティイベントで寄せられた募金(総額231,109円)は、

上野さんの所属事務所を通じ、被災地の子どもたちに本を贈る活

動資金として届けられました。

 ～  各地の武将隊が来場しています !～
ドラマ館  毎週水曜日は「武将隊の日 」

ドラマ館「江と三英傑　絆のやかた」
平成23年11月30日（水）まで開催　無休 

●開館時間　午前9時～午後5時（最終入館　午後4時30分）

●ホームページ　http://www.kiyosu-go.jp/

■問合せ　企画政策課（本庁舎）

グレート家康公「葵」武将隊　　井土英世志C

「江」役  上野樹里さんが清須市に来訪

絵画作品展を開催中！

　市内の保育園・幼稚園の園児(年長児)が、江を始めとする浅井三姉妹を描いた「ドラマ館　絵画

作品展」を、清洲城特設会場の「おやすみ処」で10月31日(月)まで開催しております。無料でご覧

いただけますので、ドラマ館へお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

ご う

上野樹里さん

10月 5日（水）

12日（水）

19日（水）

26日（水）

あいち戦国姫隊

グレート家康公「葵」武将隊

あいち戦国姫隊

長久手歴史トラベラーズ

※いずれも午前11時～午後2時の間に開催します。
　ただし、天候等により中止となる場合があります。
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2011秋　清須ウオーク開催！

～ウオーキングで清須市内を散策しませんか～
　市内の自然・歴史・文化を多くの方々に楽しみながら歩いていただく、

「2011秋　清須ウオーク」を開催します。

●コース　4つのスタート地点から選択　①名鉄二ツ杁駅 ②名鉄新清洲駅 ③清須市役所本庁舎

　　　　　④はるひ美術館 の各スタート地点からゴール地点のドラマ館「江と三英傑 絆のやかた」まで

●と　き　11月12日(土)　午前9時30分受付開始　※小雨決行

　※ウオークの参加には、事前の申込みが必要になります。

　※申込方法などの詳細は、今月号の折込チラシをご覧ください。

　清須市を代表するまつりの１つである「清洲城ふるさとまつり」

が、10月の1か月間にわたり開催されます。

　特にメイン日である10月9日(日)には、清須市と市観光協会主

催の各種イベント（時代行列など）及び同時開催される市商工会主

催の清須産業まつり（楽市楽座など）を行い、清洲城を中心に活力

のあるまち清須をＰＲします。

◆9日（メイン日）の主な行事

　○時代行列(午前10時30分スタート)

　　清洲城鉄砲隊演武・手作り甲冑行列

　○アトラクション

　　ウルトラマンによるキャラクターショー＆握手会

　　時代行列参加者紹介

　　愛知県内各武将PRステージ

　　（長久手歴史トラベラーズ、あいち戦国姫隊)

　○清須市商工会　清須産業まつり

　　楽市楽座

　　清洲市民センターにてステージイベント

　　※詳細は、今月号の折込チラシをご覧ください。

■問合せ　企画政策課（本庁舎）

清洲城ふるさとまつり10月は

鉄砲隊演武

■問合せ　産業課（本庁舎）　電話 052－400－2911(代)

　　　　　清須市商工会　 　電話 052－400－3008

　広報9月号の折込チラシでご案内しました交通規制時間を、下記のとおり訂正しますのでよろし

くお願いいたします。

第10回新川やると祭の交通規制時間訂正について

(誤)午前11時30分～午後10時　⇒　(正)午前11時30分～午後9時



平成22年度　清須市決算報告平成22年度　清須市決算報告 ■問合せ　財政課(本庁舎)

　平成22年度の決算は、平成23年9月清須市議会定例会において、次のとおり認定されました。一般会計、
特別会計とも歳入が歳出を上回っており、黒字決算となっています。

214億6,030万394円市に入ったお金は、

205億7,300万143円市が使ったお金は、
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決 算 報 告決 算 報 告

歳　入歳　入

歳　出歳　出歳　出

特別会計特別会計
（単位　円）

区　　分

歳　　入

歳　　出

内　　容

国民健康保険 老人保健 介護保険 下水道事業 後期高齢者医療

6,248,288,032 17,865,674 3,092,854,302 2,741,523,620 936,319,132

5,791,638,837 17,865,674 3,028,975,621 2,689,881,714 931,593,417

国民健康保険事業の
健全な運営を確保し、
もって社会保障及び
国民保健の向上に寄
与することを目的に
設置する特別会計

老人医療の円滑な運
営とその経理の適正
を図ることを目的に
設置する特別会計

介護保険事業の円滑
な運営とその経理の
適正を図ることを目
的に設置する特別会
計

下水道事業の円滑な
運営とその経理の適
正を図ることを目的
に設置する特別会計

後期高齢者医療事業
の円滑な運営とその
経理の適正を図るこ
とを目的に設置する
特別会計

市税
11,422,663,918円(53.2%）

国庫支出金
2,050,410,539円(9.6%）

地方交付税
1,567,941,000円(7.3%）

市債
1,415,900,000円(6.6%）

県支出金
1,320,518,075円(6.2%）

地方消費税交付金
651,051,000円(3.0%）

その他（分担金及び負担金など）
1,234,677,495円(5.7%）

諸収入
642,015,329円(3.0%）

繰越金
595,563,038円(2.8%）

繰入金
559,560,000円(2.6%）

土木費
1,757,774,010円（8.5%）

公債費
1,828,035,238円（8.9%）

衛生費
2,012,229,953円（9.8%）

教育費

一般会計

その他（議会費など）
452,731,158円（2.2%）

総務費
2,800,450,313円（13.6%）

民生費
8,020,857,519円（39.0%）

商工費
299,331,094円（1.5%）

農林水産業費
252,186,483円（1.2%）

消防費
908,778,078円（4.4%）

2,240,626,297円（10.9%）

一般会計



決 算 報 告決 算 報 告

市民一人あたりの市税負担額の状況市民一人あたりの市税負担額の状況

市民一人あたりの一般会計歳出額の状況市民一人あたりの一般会計歳出額の状況
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（単位　円）

（単位　円）

市民税

　個人市民税

　法人市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

都市計画税

4,697,367,993

3,596,860,210

1,100,507,783

5,539,018,104

69,462,000

417,386,448

699,429,373

11,422,663,918

71,360

54,642

16,718

84,146

1,055

6,341

10,626

173,528

民生費

　お年寄りや障がいをもつ方のために

　児童のために

　その他、生活保護世帯などのために

総務費

　自治コミュニティ振興のために

　選挙（農業委員会委員選挙など）のために

　その他、コミバスの運行や交通安全、統計調査などのために

教育費

　学校（幼稚園を含む）のために

　生涯学習のために

　その他、給食センターや教育委員会運営のために

衛生費

　ごみ処理やし尿処理のために

　市民の健康のために

　上水道のために

公債費　　借り入れた市債の返済のために

土木費

　道路の維持管理や新設改良のために

　都市公園のために

　その他、土地区画整理や都市下水路のために

消防費

　救急、常備消防のために

　防災対策のために

　その他、市消防団などのために

商工費

　商工業振興のために

　その他、観光などのために

農林水産業費　　農業振興のために

議会費　　　　　市議会運営のために

労働費　　　　　労働者への金融貸付などのために

諸支出金　　　　土地取得のために

8,020,857,519

4,047,491,661

3,250,106,692

723,259,166

2,800,450,313

95,730,685

73,105,034

2,631,614,594

2,240,626,297

845,231,561

631,570,919

763,823,817

2,012,229,953

1,498,385,557

506,592,396

7,252,000

1,828,035,238

1,757,774,010

552,376,529

329,953,376

875,444,105

908,778,078

624,399,000

213,676,297

70,702,781

299,331,094

203,540,900

95,790,194

252,186,483

237,623,695

185,055,588

30,051,875

20,573,000,143

76,144

49,628

23,155

3,361

37,851

1,278

468

36,105

27,355

10,754

9,139

7,462

27,868

20,922

6,836

110

27,541

22,139

4,760

4,816

12,563

11,015

9,486

576

953

2,575

1,446

1,129

3,121

3,610

1

457

239,677

121,849

61,488

49,374

10,987

42,543

1,454

1,111

39,978

34,039

12,841

9,594

11,604

30,569

22,763

7,696

110

27,771

26,703

8,391

5,013

13,299

13,806

9,486

3,246

1,074

4,547

3,092

1,455

3,831

3,610

2,811

457

312,536

※１　人口一人あたりの決算額は、平成23年3月31日現在の総人口65，826人で割った額です。

人口一人あたりの決算額決 算 額区　　　分

合　　　計

合　　　計

（※1）

人口一人あたりの決算額
一般財源ベース決 算 額区　　　分

（※2）
（※3）

※2　人口一人あたりの決算額は、平成23年3月31日現在の総人口65，826人で割った額です。

※3　一般財源ベースは、決算額から国・県支出金など事業が特定される収入を除いたもので、主に市税が中心となっています。

○決算報告の詳しい内容は、清須市ホームページ内の「財政状況」のページに掲載しています。
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
、
平

成
22
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
各
指
標
が
早
期
健
全

化
基
準
（
経
営
健
全
化
基
準
）
の
数
値
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
、
自
主
的
な
改
善
を

義
務
付
け
ら
れ
る
財
政
健
全
化
団
体
（
経

営
健
全
化
団
体
）
と
な
り
、
さ
ら
に
、
財

政
再
生
基
準
の
数
値
以
上
と
な
っ
た
場
合

に
、
国
の
監
督
下
で
財
政
の
建
て
直
し
を

図
る
財
政
再
生
団
体
と
な
り
ま
す
。

　
今
決
算
に
お
い
て
は
、
各
指
標
の
う
ち

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、

と
も
に
赤
字
を
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
早

期
健
全
化
基
準
に
は
該
当
せ
ず
、
実
質
公

債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
は
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道

事
業
及
び
下
水
道
事
業
で
は
、
資
金
不
足

を
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
公
営
企
業
会
計

の
資
金
不
足
比
率
も
経
営
健
全
化
基
準
に

該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

週
間
」
と
し
て
、
本
市
で
も
行
政
相
談

所
（
無
料
）
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

【
清
須
市
行
政
相
談
所
】

と
　
き
　
10
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
清
洲
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
３
０
５
研
究
室

相
談
担
当
者
　
行
政
相
談
委
員
・
総
務

　
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
局
員

　
総
務
省
で
は
、
年
金
、
税
金
、
登
記

等
の
行
政
相
談
を
は
じ
め
、
相
続
・
離

婚
な
ど
の
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
た

め
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

と
　
き
　
10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
ア
ス
ナ
ル
金
山

　
　
　
　
「
ア
ス
ナ
ル
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
（
金
山
総
合
駅
北
口
）

問
合
せ

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
‐
５
‐
１

　
名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館

　
☎
０
５
２
‐
９
７
２
‐
７
４
１
５

　
官
公
署
に
提
出
す
る
各
種
申
請
書
、

届
出
書
等
に
つ
い
て
、
他
人
に
そ
の
作

成
を
依
頼
し
た
り
、
相
談
し
た
り
、
あ

る
い
は
そ
れ
ら
の
書
類
を
県
や
市
町
村

な
ど
の
官
公
署
に
提
出
す
る
手
続
き
の

代
理
を
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
の
た
め

に
、
行
政
書
士
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
会
の
会
員

と
し
て
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
き
次
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権
利

　
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
（
実

　
地
調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を
含
む
。
）

　
の
作
成

②
　
①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す
る

　
手
続
の
代
理

③
　
行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
書
類
の
契
約
代
理

④
　
①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
の
相
談

　
行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
い
者
が
、

他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
①
の

業
務
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
書
士
法
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
違
反

し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
を

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

　
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課

　
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
０
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　（
内
線
２
１
３
６
）

　
愛
知
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
５
２
‐
９
３
１
‐
４
０
６
８

　
行
政
許
認
可
手
続
き
全
般
、
相
続
、

戸
籍
関
係
届
出
等
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。

と
　
き
　
10
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
　

　
　
　
　
３
階
第
２
会
議
室

問
合
せ
　
愛
知
県
行
政
書
士
会
西
北
支
部

　
☎
０
５
２
‐
５
３
２
‐
１
８
８
１

《
相
談
内
容
》
　
年
金
、
医
療
保
険
、

税
金
、
登
記
、
環
境
衛
生
、
消
費

者
保
護
、
交
通
安
全
、
道
路
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
苦

情
や
ご
意
見
・
ご
要
望

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
　
財
政
課
（
本
庁
舎
）

○健全化判断比率

○資金不足比率

区 分 比 率 早期健全化
基　準

区 分

水道事業会計

比 率
経営健全化

基　準

実質赤字比率�

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

20.0％

12.82％

17.82％

25.0％

350.0％

4.7％

13.8％

―

―

下水道事業特別会計 20.0％―

―

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

行
政
・
法
律
な
ん
で
も
相
談
所
の
開
設

　
「
行
政
相
談
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど

の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
国
民

の
皆
様
か
ら
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お

受
け
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
皆
様
に
周
知

し
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
10
月
17

日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）
ま
で
「
行
政
相
談

　　
清
須
市
行
政
相
談
所
（
無
料
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

各
種
申
請
書
等
の
作
成
を
他
人
に

依
頼
す
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
22
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
（
土
地
・

家
屋
）
を
取
得
し
た
と
き
に
か
か
る
県

の
税
金
で
す
。

　
こ
の
不
動
産
の
取
得
と
は
、
家
屋
の

新
（
増
・
改
）
築
、
土
地
や
家
屋
の
売
買
、

贈
与
、
交
換
な
ど
に
よ
り
現
実
に
不
動

産
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
従
っ
て
、
等
価
交
換
の
よ
う
に

経
済
的
利
益
が
発
生
し
な
い
場
合
や
未

登
記
・
中
間
登
記
省
略
の
場
合
に
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
不
動
産
を
取
得
し
た
方
は
、
不
動
産

を
取
得
し
た
日
か
ら
60
日
以
内
に
「
不

動
産
取
得
税
申
告
書
」
を
、
不
動
産
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
県
税
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ

る
申
告
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の

「
不
動
産
取
得
税
申
告
書
」
の
用
紙
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.a

ic
h
i.jp

/ze
im

u
/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
住
宅

や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は

不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は

名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
知
県
名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所

不
動
産
取
得
税
の

　
　
　
　
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
次
の
よ
う
な
事
由
に
該
当
す
る
場
合

は
、
受
給
者
証
、
被
保
険
者
証
、
印
鑑

を
持
参
し
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

・
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ

　
た
と
き
、
健
康
保
険
証
の
記
号
・
番

　
号
が
変
わ
っ
た
と
き

・
生
活
保
護
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

　
な
っ
た
と
き

・
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

・
受
給
者
が
交
通
事
故
の
被
害
者
と
な

　
っ
た
と
き

※
届
出
窓
口
は
、
保
険
年
金
課
（
本
庁

　
舎
）
・
西
枇
杷
島
支
所
・
清
洲
支
所
・

　
春
日
支
所
へ

　
市
が
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
医
療

機
関
に
支
払
う
た
め
に
必
要
な
手
続
き

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
（
本
庁
舎
）

　
不
動
産
取
得
税
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
２
‐
５
３
１
‐
６
３
０
６

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

　
　
　
　
　
　
お
持
ち
の
方
へ

　国民年金で保険料を免除された期間は、老齢・障害・遺族の各基礎年金では、年金を受けるための資格について、保険
料を全額納めたときと同じ権利を得ることができます。ただし、老齢基礎年金の年金額では、保険料を全額納めたときの1
に対して、全額免除期間は2分の1、4分の3免除期間は8分の5、半額免除期間は4分の3、4分の1免除期間は8分の7で
計算されます(※注)。また、学生納付特例と若年者納付猶予が承認された期間は、老齢基礎年金の年金額に反映されないカ
ラ期間になってしまいます。
　そこで、これらの免除期間について後でゆとりができたときに、10年以内であれば保険料を追納して満額の老齢基礎年
金に近づけることができる制度も設けられています。追納できる期間の順序は先に免除された期間からとされていますが、
学生納付特例と若年者納付猶予の期間は、先に追納することもできます。
　平成23年度に追納する22年度までに免除された追納保険料の額は、表のとおりです。（平成20年度以前の追納額には一
定の加算が行われています。）なお、保険料の追納には納付書が必要です。納付書の発行は申込みが必要ですので、名古屋
西年金事務所（電話052-524-6855）までお問合せください。(※注　平成21年3月以前に免除された期間は、全額免除
で3分の1、4分の3免除で2分の1、半額免除で3分の2、4分の1免除で6分の5で計算されることになります。)

※半額免除は平成14年4月に、4分の1免除と4分の3免除は平成18年7月に、それぞれ創設されました。

国民年金で免除された保険料の追納について ■問合せ　保険年金課(本庁舎)

免除された年度
追納保険料額

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

１５，３５０円

１４，７６０円

１４，５４０円

１４，３４０円

１４，３８０円

１４，４４０円

１４，４７０円

１４，５８０円

１４，６６０円

１５，１００円

──

──

──

──

──

１０，８３０円

１０，８４０円

１０，９４０円

１０，９９０円

１１，３２０円

──

７，３８０円

７，２７０円

７，１７０円

７，１９０円

７，２２０円

７，２３０円

７，２９０円

７，３３０円

７，５５０円

──

──

──

──

──

３，６１０円

３，６１０円

３，６４０円

３，６６０円

３，７７０円

半額免除 4分の1免除4分の3免除全額免除

対
　
象
　
受
　
給
　
者
　
証

・
 

　
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

・
 

　
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

・
 

　
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

・
 

　
精
神
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

・
 

　
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
�

子母障精福
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■求人を予定している事業

■緊急雇用対策に関する問合せ

　
国
や
県
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査

に
調
査
員
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
格
を
満

た
す
方
は
「
統
計
登
録
調
査
員
」
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格

・
市
内
に
お
住
ま
い
又
は
市
内
で
の
活
 

 

　
動
が
可
能
で
、
平
日
に
調
査
活
動
や

　
説
明
会
・
研
修
会
等
に
参
加
で
き
る

　
満
20
〜
70
歳
の
方

・
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の
秘
密

　
を
保
持
で
き
る
方

・
選
挙
関
係
者
及
び
徴
税
・
警
察
に
直

　
接
関
係
の
な
い
方

報
　
酬

　
国
・
県
の
基
準
に
よ
り
調
査
終
了
後

　
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
（
本
庁
舎
）

　
平
成
24
年
２
月
に
実
施
す
る
経
済
セ

ン
サ
ス
活
動
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、
経
済

　

の
国
勢
調
査
と
も
呼
ば
れ
、
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
と
し
て
全
国
又
は
地
域

に
お
け
る
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
大
規
模
で
重
要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
員
の
身
分
は
、
各
都
道
府
県
知

事
よ
り
任
命
さ
れ
る
非
常
勤
の
地
方
公

務
員
と
な
り
ま
す
。

　
任
命
期
間
は
、
平
成
24
年
１
月
上
旬

か
ら
平
成
24
年
３
月
上
旬
ま
で
の
２
か

月
間
で
す
。

応
募
資
格

・
市
内
に
お
住
ま
い
又
は
市
内
で
の
活

　
動
が
可
能
で
、
平
日
に
調
査
活
動
や

　
説
明
会
に
参
加
で
き
る
満
20
〜
70
歳

　
の
方

・
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の
秘
密

　
を
保
持
で
き
る
方

・
選
挙
関
係
者
及
び
徴
税
・
警
察
に
直

　
接
関
係
の
な
い
方

報
　
酬

　
国
の
基
準
に
よ
り
調
査
終
了
後
に
支

　
払
わ
れ
ま
す
。
概
ね
５
万
５
０
０
０

　
円
程
度
で
す
。

応
募
・
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
（
本
庁
舎
）

　
気
象
庁
が
発
表
す
る
緊
急
地
震
速
報

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無

線
、
専
用
受
信
端
末
及
び
携
帯
電
話
等

で
広
く
一
般
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
等
で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
試
聴

　

し
て
い
る
時
は
地
震
の
発
生
を
事
前
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
外
出
時
や

深
夜
な
ど
で
は
、
携
帯
電
話
等
が
地
震

の
発
生
を
事
前
に
知
る
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
す
。

　
新
し
い
機
種
の
携
帯
電
話
で
あ
れ
ば
、

最
初
か
ら
緊
急
地
震
速
報
が
受
信
で
き

る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
古
い
機
種
の
場
合
は

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
で
き
な
い
も
の

や
、
受
信
機
能
が
あ
っ
て
も
初
期
設
定

が
さ
れ
て
い
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
。

　
地
震
の
発
生
を
事
前
に
知
り
身
を
守

る
た
め
に
も
、
お
手
持
ち
の
携
帯
電
話

の
設
定
に
つ
い
て
、
取
扱
説
明
書
を
お

読
み
い
た
だ
く
か
、
携
帯
電
話
各
社
へ

問
合
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
　
企
画
政
策
課
（
本
庁
舎
）

　市では、日々厳しさが増す雇用情勢に対応するため、次の委託事業を実施し就業の機会を創出します。
本市が委託する業務の概要は以下のとおりです。

1

2

番号 業務名及び業務内容 雇用予定期間 予定人数

3人

2人

平成23年10月
～平成24年3月

平成23年10月
～平成24年3月

ちびっこ広場等の台帳を電子化する作業

携帯情報端末を活用した検索
ナビゲーションシステムの構築
清須市にゆかりのある文化財などの発掘

地域資源の発掘及び情報発信事業

ちびっこ広場等台帳作成事業

経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
の
調
査
員
募
集
に
つ
い
て

携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る
緊
急
地
震

速
報
の
ご
利
用
に
つ
い
て

平成23年度緊急雇用創出事業等に関する求人情報等のお知らせ平成23年度緊急雇用創出事業等に関する求人情報等のお知らせ

企画政策課（本庁舎）　

電話 052－400－2911

FAX 052－400－2963
Eメール  kikakuseisaku＠
　　　　 city.kiyosu.lg.jp

　
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
募
集

す
る
た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
・
西
枇

杷
島
庁
舎
・
清
洲
庁
舎
・
春
日
支
所

に
設
置
し
た
義
援
金
箱
に
、
皆
様
か

ら
心
温
ま
る
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
８
月
の
合
計
額
　
４
万
７
７
４
３
円

　
８
月
末
ま
で
の
累
計
額

　
　
　
　
　
１
５
５
４
万
４
１
３
３
円

（
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
被
災
地
へ
届
け
ら
れ

ま
す
。
）

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
募
集
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す



9

（番号のかけ間違いにご注意を）

2011.10.1

　各保育園での入所申込書の配布期間は、10月4日(火)・5日(水)の午前8時30分～正午です。

　(※6日以降は子育て支援課(清洲庁舎)で配布します。)

中之切保育園

西枇杷島保育園

ネギヤ保育園

一場保育園

夢の森保育園

土器野保育園

朝日保育園

星の宮保育園

本町保育園

須ケ口保育園

桃栄保育園

新清洲保育園

廻間保育園

午前9時～正午

午後1時～4時

午前9時～正午

午後1時～4時

午前9時～正午

午後1時～4時

午前9時～正午

午後1時～4時

午前9時～正午

午後1時～4時

午前9時～正午

午後1時～4時

午前9時～正午
廻間・花水木・永安寺・神明町・西市場・

西市場住宅・西清洲・土田住宅

土田・上条・上条住宅・新清洲1～6丁目

横町・旗本・西堀江・下堀江・外町

(須ケ口・西須ケ口・東外町1～24)

外町(東須ケ口・東外町25～50)・

寺野(郷前・元町・花園)・鍋片・助七

(1～2丁目・東須ケ口)・豊町

丸の内・上本町・中本町・下本町・竹屋町・

田中町

阿原・助七(東山中・五反田・芳花・美里)・

寺野(池端・花笠・美鈴)

上之切・中之切・下之切・野田町

西枇杷島地区

宮重・落合・称宜家・蓮花寺

鍛治屋町・桑名町・大津町・伊勢町

分地・西牧・新田

坂町・東町・中河原・下河原・西町

田中町・弁天・西田中・朝日

※上記の日程で都合の悪い方は、10月26日(水)の午前9時～正午に各保育園にて受け付けます。

　その後は子育て支援課(清洲庁舎)で受付を行い、面接日等は園と調整の上決定します。

※平成23年度に希望書を記入された方についても、今回の申込みは必要となります。

■問合せ　子育て支援課（清洲庁舎）

受付期間 区　　域 受付場所 受付時間

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　
広
報
清
須
９
月
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
「
広
島
平
和
学
習
研
修

に
つ
い
て
」
の
記
事
の
中
で
、
「
清
洲

東
小
学
校
」
の
記
載
が
欠
落
し
て
お

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

（
誤
）
　
中
野
　
恭
輔
・
細
瀧
　
彩
乃
・

　
　
　

　
戸
田
亜
伽
理

　
　
　
　
　

（
正
）
○
清
洲
東
小
学
校

　
　
　

　
中
野
　
恭
輔
・
細
瀧
　
彩
乃
・

　
　
　

　
戸
田
亜
伽
理

○ごみを減らすため、詰替商品や簡易包装のものを選びましょう。

○買い物には、マイバッグを持参しましょう。

○古紙、空容器などは、分別して資源回収に

　出しましょう。

　【出典：エコチャレ手帳2011(愛知県)】　　　

今月のエコチャレンジ

■問合せ　生活環境課(本庁舎)

『本当は 棄てる物など 無い地球』

平成24年度 保育園入所申請のご案内

10月17日(月）

10月18日(火）

10月19日(水）

10月20日(木）

10月21日(金）

10月24日(月）

10月25日(火）
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外
国
の
文
化
、
歴
史
、
習
慣
な
ど
を

体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
目
的
で
市

内
の
中
学
生
24
名
を
８
月
５
日
か
ら
12

日
ま
で
の
８
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
派
遣
し
ま
し
た
。

行
っ
て
み
て
分
か
っ
た
文
化
の
違
い

清
洲
中
学
校
　
秋
吉
　
奈
々

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
め
に
驚
く
の

は
色
々
な
人
種
の
人
に
出
会
う
こ
と
だ
。

多
民
族
国
家
、
多
文
化
国
家
と
聞
く
が
、

や
は
り
日
本
と
比
べ
て
し
ま
い
異
様
な

光
景
に
も
見
え
る
。
日
本
と
違
い
広
大

な
国
土
と
お
お
ら
か
な
国
民
性
か
ら
違

和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
国
民
性
と
い
え
ば
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
事
に
気
づ
く
。
気
さ
く
に
誰
で

も
す
ぐ
に
話
し
か
け
て
き
た
り
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
れ
ば
近
く
の
人
が
手
を

貸
し
て
あ
げ
て
い
る
光
景
を
目
に
し
た
。

「
知
ら
な
い
人
と
は
話
し
て
は
い
け
な

い
」
な
ど
日
本
で
よ
く
聞
く
教
育
と
は

大
き
く
違
っ
て
い
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南
半
球
に
位
置

す
る
国
。
日
本
と
は
季
節
が
逆
に
な
っ

て
い
る
。
有
名
な
の
は
ク
リ
ス
マ
ス
に

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
ソ
リ
で
は
な
く
サ

ー
フ
ィ
ン
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
イ
メ

ー
ジ
だ
。
宗
教
の
違
い
も
あ
り
、
イ
ー

ス
タ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
っ
た
キ
リ

ス
ト
教
の
お
祭
り
が
多
い
の
も
特
徴
の

ひ
と
つ
だ
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
事
は
お
肉
や

甘
い
も
の
が
多
い
。
私
た
ち
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
野
菜
も
少
し
だ
し
て
く

れ
た
が
、
中
に
は
ま
っ
た
く
で
な
い
家

庭
も
あ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
量
も
と
て

も
多
い
。
そ
れ
は
家
で
も
飲
食
店
で
も

同
じ
で
あ
る
。
日
本
の
Ｌ
サ
イ
ズ
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｍ
サ
イ
ズ
に
値
す
る

だ
ろ
う
。

　
今
回
、
文
化
の
違
い
の
一
端
を
直
接

肌
で
感
じ
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
大
き

な
収
穫
に
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
交
流
を
通
し
て

新
川
中
学
校
　
安
藤
　
祐
喜
子

　
初
め
て
海
外
へ
行
き
、
最
初
に
思
っ

た
こ
と
は
、
み
な
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
バ
ス

か
ら
降
り
る
と
き
、
私
が
見
て
き
た
全

て
の
人
が
、
一
言
「T

h
a
n
k

　y
o
u

」

と
運
転
手
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
私
も
降
り
る
と
き
は
必
ず

言
い
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う

よ
り
も
、「T

h
a
n
k

　y
o
u

」
と
言
う
方

が
照
れ
ず
に
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ
の
為
か
、

日
本
で
は
お
礼
を
し
て
い
る
姿
を
あ
ま

り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
日

本
人
が
、
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

習
慣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
誰
も

が
親
切
に
接
し
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。

行
く
前
は
上
手
く
話
せ
る
か
す
ご
く
心

配
で
し
た
が
、
話
し
か
け
ら
れ
る
と
自

然
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
の
方
が
優
し
く
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
私
も
家
か
ら
持
っ
て
行
っ
た

写
真
を
見
せ
て
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
上
手
く
伝
わ
っ
た
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
笑
顔
で
相
づ
ち
を
打

っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
は
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
交
流
を
通
し
て
、
世
界
は
と

て
も
広
い
で
す
が
、
み
な
一
つ
に
な
れ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
改
め
て
部
活
で
厳
し
く
言
わ

れ
て
き
た
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
が
分
か

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
活
か
す

西
枇
杷
島
中
学
校
　
山
口
　
千
晴

　
私
が
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
海

外
派
遣
で
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
で
す
。
日
本

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
当
然
話
す

言
葉
が
違
う
た
め
に
言
葉
の
壁
が
あ
り
、

私
も
最
初
は
な
か
な
か
向
こ
う
の
人
達

と
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
片
言
の
簡
単

な
英
語
を
使
っ
て
積
極
的
に
話
し
か
け

て
い
く
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
て
い
き
、
向
こ
う
の
生
活
な
ど

に
も
早
く
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
片
言
の
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
一
番
大
切
に
し
た
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「T

h
a
n
k

　y
o
u

」

で
す
。「T

h
a
n
k

　y
o
u

」
と
い
う
た
っ

た
一
言
感
謝
を
伝
え
る
だ
け
で
も
相
手

と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
で
違
う
な
と

思
っ
た
こ
と
は
、
一
日
に
あ
り
が
と
う

と
感
謝
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
非
常
に
多
い
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
バ
ス
を
降
り
る
と
き
は
、
バ

ス
の
後
ろ
の
出
口
か
ら
降
り
る
の
で
何

も
運
転
手
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
せ
ず
降

り
て
行
き
ま
す
。
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
前
か

ら
降
り
必
ず
運
転
手
さ
ん
に
「T

h
a
n
k

y
o
u

」
と
一
言
伝
え
て
か
ら
降
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
初
め
て
会
っ
た
運
転
手
さ

ん
で
も
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
す
。
日

本
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
も
っ

と
感
謝
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
よ

う
に
す
る
と
、
今
よ
り
も
も
っ
と
お
互

い
が
助
け
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
優

し
い
国
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
以
前

よ
り
も
も
っ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
相
手

に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
平
和
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
私
が
一

番
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

中
学
生
海
外
派
遣
研
修
報
告船から撮影したハーバーブリッジ
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（番号のかけ間違いにご注意を）
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◆
派
遣
生
徒

【
西
枇
杷
島
中
学
校
】

　
藤
原
青
空
・
須
藤
崇
稔
・
高
井
陸
人
・

　
山
口
千
晴
・
吉
川
諒
子
・
藤
井
愛
瑛

【
清
洲
中
学
校
】

　
中
島
誠
也
・
竹
中
俊
祐
・
水
野
秀
都
・

　
加
藤
亜
希
子
・
西
畑
亜
津
紀
・
秋
吉
奈
々

【
新
川
中
学
校
】

　
後
藤
海
斗
・
浅
野
涼
・
柏
木
祐
哉
・

　
安
藤
祐
喜
子
・
中
川
真
美
・
浅
井
泉
実

【
春
日
中
学
校
】

　
有
村
幸
樹
・
岩
瀬
公
佑
・
佐
藤
祐
輔
・

　
大
脇
未
智
・
鵜
飼
由
梨
・
草
田
佳
那

◆
引
率
教
諭

【
春
日
中
学
校
】
団
長
 

池
田
英
則

【
西
枇
杷
島
中
学
校
】
石
原
正
治

【
清
洲
中
学
校
】
山
田
賢
次

【
新
川
中
学
校
】
瀧
内
美
智
子

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を

き
ち
ん
と
言
い
、
相
手
に
し
て
も
ら
っ

た
行
為
に
対
し
て
感
謝
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

日
本
と
外
国
の
関
係
を
よ
く
す
る
た
め
に

春
日
中
学
校
　
大
脇
　
未
智

　
現
在
、
私
た
ち
は
、
外
国
産
の
食
料
･

衣
服
･
原
料
な
ど
の
輸
入
品
を
使
用
し

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
外
国

の
力
を
借
り
て
快
適
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

日
本
と
あ
ま
り
関
係
の
よ
く
な
い
国
も

あ
り
ま
す
。
私
は
、
国
が
助
け
合
っ
て

共
存
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
し
た
。
私
が
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
に
も
、
外
国
と
の

関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
と
思
う
か
尋
ね
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、「
異
な
る
文
化
に
触
れ

る
こ
と
」「
経
済
は
観
光
者
次
第
だ
」
と

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
後
者
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

は
旅
行
が
好
き
。
日
本
は
メ
ジ
ャ
ー
な

観
光
地
な
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
々
は
日
本
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
好

き
な
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
の
考
え
は
日
本
が
動
か
な
け

れ
ば
叶
い
ま
せ
ん
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
な
ん

で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
し
て
い
く
べ
き

こ
と
は
、
外
国
に
興
味
を
も
ち
、
進
ん

で
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
外
国
に

つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
他
文
化
を
知
り
、

社
会
に
目
を
広
げ
て
国
独
自
の
社
会
の

あ
り
方
を
認
め
合
い
、
共
生
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

実
際
に
他
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
学
校
で
多
く
の

国
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
し
っ
か
り
と
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
清
須
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
方
々
、
私
た
ち
に
海
外
に
行
く

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　下記の場所で下水道工事を行います。工事に伴い交通規制などでご迷惑を

おかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

工 事 名：①公共下水道汚水管整備工事（23－3、23－4）

　　　　　②公共下水道汚水管整備工事（23－5、23－6）

工事場所：①西枇杷島町二見、養和地内ほか　②新清洲四～六丁目地内

工事期間：①②とも平成24年3月30日まで

■問合せ　上下水道課（西枇杷島庁舎）工　事　の　お　知　ら　せ工　事　の　お　知　ら　せ

西枇杷島小学校

西枇杷島警察署

JR枇杷島駅

は工事箇所

①
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●不燃ごみ収集■坂町、東町、中河原、下河原…第１・３水曜日■横町、西町、旗本、下堀江、西堀江(名鉄津島線より南側)…
第１・３土曜日■外町、寺野(花園・元町・郷前)、鍋片、助七(一丁目・二丁目)…第２・４水曜日■豊町、西堀江(名鉄津島線
より北側)…第２・４水曜日■寺野(花笠・美鈴・池端)、助七(五反田・東山中・芳花・美里)、阿原…第１・３土曜日

～「はじめよう清須のおいしい物語」～

■問合せ　産業課(本庁舎)

お
も
て
な
し
武
将
隊
　
織
田
信
長

と　き　　11月6日(日)　午前10時～午後3時30分

ところ　　清洲市民センターとその周辺

　「食育まつり」を通じて「食」の大切さを改めて感じ、清須市の食育への取り組み、地産地消に

ついて考えてみませんか？

　各種団体が連携して、食育トーク、地元野菜の農産物品評会、即売会及び紹介ブース、そし

て小さいお子さんに人気の「アンパンマンショー」など盛りだくさんの内容となっています。

　また、北側駐車場では地元店舗が自慢の品を販売。さらに、地元野菜を使用した料理の試食

を行います。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひお越しください！

※詳細は、広報11月号と同時配布の折込チラシをご覧ください。

　清須ワングランプリとは、清須市の特産物・地産品を使った「新・ご当地名物」認定を目指して、「信長」・

「お江」それぞれを連想させるオリジナルメニューを創作。各参加店舗に備え付けの投票用紙にメニュー

を4段階で評価し、11月6日(日)の食育まつりにてそれぞれのグランプリを決定する食の祭典です。

食育まつり第3回

清須の特産物・地産物を使った食の戦い！

清須ワングランプリ 2011
10月15日(土)まで

開催！

■主催・問合せ　市商工会「清須ワングランプリ」実行委員会事務局

　　　　　　　　電話 052－400－3008　　URL http://www.kiyosu.net

　詳しくは、広報9月号とともに配布しました「清須ワングランプリ」チラシ、市商工会ホームページ又

は参加店舗に置いてありますパンフレットをご覧ください。

清須市内の25店舗が参加！　あなたの投票で新・ご当地名物が決まる!!
清須ワングランプリ スタンプラリーも行っています！

2009 Nagoya Omotenashi Busho-Tai Secretariat
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●清須ワングランプリの紹介

●朝市(午前8時～11時)

●スタンプラリー

●うまいもんテント市

●地元野菜の即売会

●地元野菜を使用した料理の試食
　(宮重大根入り豚汁・土田かぼちゃクリームスープ）

●食育トーク
　（愛知みずほ大学短期大学部 教授 上原正子氏）

●清須ワングランプリ表彰式

●おもてなし武将隊「織田信長」出演

●それいけ！　アンパンマンショー

●市民参加ステージ　●農産物品評会　

●清須市食育展示ブース

もらえるよ！

スタンプラリーで

記念品が
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スペインの地方の紹介⑨　「カスティーリャ・ラ・マンチャ州」

エル　　　　リンコン　　 デ　　　 エリ

国際交流員
エリのコーナー

　　Como va?（お元気で過ごしていますか？）皆さんは「ドン･キホーテ」と聞くと、ペンギンがキャラクターのお

店を思い浮かべるかもしれませんね。しかし、元々は世界で最も有名なスペインの小説の名前だと知っていました

か？ 今回は小説「ドン・キホーテ」の舞台となったカスティーリャ･ラ･マンチャ州を紹介します。

　ラ・マンチャ州はイベリア半島のほぼ真ん中の79,463km2を占め、人口は約210万人です。ここには世界遺産

に登録されている古都トレドと歴史的城壁都市クエンカがあります。トレド市の大聖堂は、15世紀に完成してか

ら時代に応じて増改築され、オリジナルの部分が少なくなってきましたが、その芸術性の高さは各時代のアーティ

スト達によって維持されています。クエンカ市の一番印象に残る場所は、ウエカル川の断崖の上に建てられている

「宙づりの家」です。いつ誰によって建てられたかはまだはっきり分かって

いませんが、14世紀に王家の別荘として建てられたという説が一番強く、

現在は抽象芸術美術館として利用されています。

　ラ･マンチャは、1605年にスペインの作家セルバンテスによって書かれ

た「ドン･キホーテ」の舞台となったことで一躍有名になりました。騎士道小

説を読みすぎて物語の世界と現実の区別がつかなくなった主人公のドン･キ

ホーテが、やせ馬のロシナンテにまたがり、サンチョ･パンサを従士として、

世界の不正を正す遍歴の旅に出るというお話です。ドン･キホーテが、ラ･

マンチャにある風車を巨人と間違えて戦いになったシーンは、一番よく知

られています。日本でも1965年に松本幸四郎さんが主役を勤めたミュージカル「ラ･マンチャの男」が有名です。

　セルバンテス自身がグルメだったと言われ、「ドン･キホーテ」の中ではたくさんのラ･マンチャ料理が紹介されて

います。ガーリックスープを始め、味が濃く、にんにくを多く使っているのが特徴です。また、ラ･マンチャのみ

で飼育された羊の乳でできた「マンチェゴ・チーズ」は、スペインだけでなく世界でも高く評価されています。

　皆さん、ドン･キホーテの足跡をたどりながら、ラ･マンチャで旅をするのはいかがですか？

コ  モ バ

所  在  地：〒452-0961 清須市春日夢の森1番地
電　　話：052-401-3881
開館時間：午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休  館  日：月曜日(10/10開館、10/11休館）
観  覧  料：無料　　　　　

「宙づりの家」

？
清須市第7回はるひ絵画トリエンナーレ作品募集！受付期間：11月1日～30日

詳細は募集要項をご覧ください。

 10月8日（土）～23日（日）開催

22

新川地区●可燃ごみ収集■坂町、東町、中河原、下河原…毎週火・金曜日■横町、西町、旗本、下堀江、西堀江(名鉄津島線よ
り南側)…毎週火・金曜日■外町、寺野(花園・元町・郷前)、鍋片、助七(一丁目・二丁目)…毎週月・木曜日■豊町、西堀江(名
鉄津島線より北側)…毎週月・木曜日■寺野(花笠・美鈴・池端)、助七(五反田・東山中・芳花・美里)、阿原…毎週火・金曜日

2011.10.1

展
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１
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浅田泰子
「コトバアソビ」「鏡の視線」

杉山健司＋浅田泰子
WHO IS INSIDE? -鏡の視線-

　「物を見る」ということにこだわり、見ることを意識させる装

置のような作品を造り続けてきた杉山健司と、日々の暮らしの中

で気になったものを日記のように描く浅田泰子による二人展です。

当館の展示室1・2を使って、ある物語の「空想パート」を杉山が、

「現実パート」を浅田が担当し、各自の手法で表現します。全く異

なる表現方法をとる二人によって作り上げられる、複雑で多面的

な展示をぜひお楽しみください

①《 Institute of Intimate Museums 眼球》2011　②《Viewer》2011　③④《DIARY》2011 ③ ④

① ②

貸ギャラリー
展示
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